
令和２年度「卒業生の就職先等の進路先の意見聴取等の調査」実施報告書 

 

（１） 実施概要 

本学の学生が比較的多く就職している企業を中心に、本学が掲げるディプロマ・ポリシー

をもとに、卒業生の勤務状況についてアンケート調査を行った。 

アンケート調査結果は、集計・学内分析の上、次年度以降の本学の教育活動の改善に反映

させていく。 

 

 

（２） 実施期間 

 調査期間：2020 年 10 月 14 日（水）～2020 年 10 月 30 日（金） 

  

（３） 依頼対象企業 

 本学卒業生が比較的多く就職している企業１０社 

   

（４） 調査方法 

 「外部評価者用評価シート」をメールで送付し、回答していただく。 

 

（５） 担当部署 

 企業との連絡、アンケート配布・回収等の事務取扱については、キャリアサポート課が担

当する。 

 

（６）実施結果 

 回答企業：6社 

  



〔設問１〕本学卒業生には、以下の力が備わっているか。 

 ５：達成できている     ４：ある程度達成できている   ３：どちらでもない  

２：あまり達成できていない １：達成できていない  

※各項目の回答を得点化し、平均値を算出 

 

１-１ 

(1)  主体性＝物事に進んで取り組む力 (2)  働きかけ力＝他人に働きかけ巻き込む力 

(3)  実行力＝目的を設定し確実に行動する力 

 

１-２ 

(1)  課題発見力＝現状を分析し目的や課題を明らかにする力 (2)  計画力＝課題の解決に向けたプロセス

を明らかにし準備する力 (3)  創造力＝新しい価値を生み出す力 

 

１-３ 

(1)  発信力＝自分の意見をわかりやすく伝える力 (2)  傾聴力＝相手の意見を丁寧に聴く力 

(3)  柔軟性＝意見の違いや相手の立場を理解する力 (4)  状況把握力＝自分と周囲の人々や物事との関係

性を理解する力 (5)  規律性＝社会のルールや人との約束を守る力 

 

 

１-３（１）「発信力」（２）「傾聴力」（３）「柔軟性」（５）「規律性」は、回答した全ての企業で『５：

達成できている』『４：ある程度達成できている』という評価を頂き、「チームで働く力」が備わっている

卒業生が多いと言える。 

 一方で、１－１（２）「働きかけ力」１－２（１）「課題発見力」１－２（３）「創造力」１－３（６）

「ストレスコントロール力」は平均点が比較して低く、自ら課題を見つけ、他人を巻き込みながら業務を

推進する力や、ストレス耐性はやや弱いことが見て取れる。 

  

１-1 Independent（＝前に踏み出す力） 5 4 3 2 1 判断できない 平均
(1)  主体性 2 1 2 1 4
(2)  働きかけ力 3 2 1 3.6
(3)  実行力 1 3 1 1 4
1-2 Intelligent（＝考え抜く力） 5 4 3 2 1 判断できない

(1)  課題発見力 4 1 1 3.8
(2)  計画力 5 1 4
(3)  創造力 2 3 1 3.4
1-3 Cooperative（＝チームで働く力） 5 4 3 2 1 判断できない

(1)  発信力 2 3 1 4.4
(2)  傾聴力 4 1 1 4.8
(3)  柔軟性 3 2 1 4.6
(4)  状況把握力 1 3 1 1 4
(5)  規律性 3 1 2 4.75
(6)  ストレスコントロール力 2 2 2 3.5



 

２．業務を遂行する上での本学卒業生の長所、短所等の特徴についてお聞かせください。 

 

（以下、回答原文） 

（長所） 

・現場の営業でお客様に対して、真摯な対応をしているだけではなく、細やかな作業、

チームワークが重要となる本社の各部署で活躍しており、調整役の立場としても活躍

されております。 

・貴校 OG の社員は、とても明るく、お客様や本社の社員とも非常に良い関係がつくれ

ており、コミュニケーション能力が高いと思います。 

・何事も前向きに捉えられるため、幅広い業務領域の経験を積んで成長していくことが

出来る。 

・全体観と周囲の雰囲気を見ながらチーム内でコミュニケーションの起点となる意識や

活動が出来る。 

・芯があり明るい方が多いため、多くのお客様に積極的に接し、目標に対しても真っ直

ぐに向かって業務に取組んでいただけると期待しております。また、弊社に内定され

ている方は部活動に参加している方が多く、周囲と協力して取組める協調性もあると

感じております。 

 

（短所） 

・特にありません。 

・周りの人間や他部署に対して自ら働きかけ影響力を与えていける範囲が限定的。 

・指示された業務を着実に行う力はあるものの、主体的に動く点についてはやや弱い印

象があります。 

・英語英文学科出身者以外の卒業生については英語に対して抵抗を感じている方が多い

印象があります。 

 


